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　　　　　　　 ［序文］

　抗 リ ン 脂質抗体の 不 育症 お よ び妊娠 中毒症 へ

の 関与が 指摘 され ，

一
方 で HELLP症 候群は妊娠

中毒症と関連す る特殊 な病態 と さ れて い る 。 今

回我 々 は ， 反復 流産の 既往を持 っ 抗 Cardio−

Iipin抗体陽性妊婦 に 合併 した HELLP症候群 の

1例を経験 した の で，そ の 臨床経 過 お よび血液

凝固能の 変動 を中心 に報告する 。

　　　　　　　 ［症 例］

患者 ； O ． A ． 32才

家族歴 ：母 が高 血圧

産科歴 ： 平成 3年 10月　枯 死卵 （妊 娠 9週 ）

　平成 4年 8月　子宮 内胎児死 亡 （妊娠 10週）

現病歴 ：平成 5年 9月 15日よ り 5日間を最終 月

経 と して 妊娠 。 妊 娠初期検査で 抗 Cardiolipin

工gG抗体が L4 （ELISA法　正 常値 1．0未満） と

陽性，梅毒血清反応 も生物学的偽 陽性指 滴 され

たが，妊娠 中期 ま で 凝固能検査所 見 も含 め て 特

に異常 な く経過 した 。

　妊娠 34週 よ り凝 固能検査 で AT−III低 下．　 TAT

上昇 と凝固能亢 進 を示 す所見 が認 め られ た 。 そ

の 後妊娠 36週よ り軽度の 下肢浮腫 ，尿蛋 白出現 。

平成 6年 5月31日 （妊娠 36週 6日） 凝固能亢進

の精査の ため入 院 とな る 。

入院時所見 ：血 圧 120／60皿田Hg，尿 蛋 白 （1＋）を

示 し， 下肢の み に 軽度の 浮 腫 を認 めた 。 血液検

査上，赤 血球 およ び 白血 球数 と も異常な く，t 血

小板数 も26．4× 104 ／皿 皿
3

と正 常域 に あ っ た 。

生化学検査上 GOTが 1291U／L，　 GPTが 1531U／L と

異常高値 を示 して い た が
， 総 bili 皿 bin は 0．5

皿g／dl と正 常で あ っ た 。 凝固 能検査 で は AT−III

　 52％，FDP　 16μ g／mL ，　 TAT　 27．4ngノ皿1 と凝固能

亢進 を示す所見 が認 め られた 。

臨床経過 ： 本症 例の 妊 娠週 数 ご と の 臨床症状 お

よび生化 学検査所見 の 推移 を図 1 ， 2 に，血小

板数， TAT お よ びAT−HI の 推 移 を 図 3 にそ れぞ

れ 示 した
。

　 入院後 ，血圧 は上昇 傾向 を認 め た もの の ，中

毒症 に 関 して は軽症 の 範囲 に あ っ た 。 GOT，　 GPT

に 関 して は入 院後上昇傾 向示 し，　 6月 1了日 （妊

娠39週 2日） の 時点で は ，そ れ ぞ れ 320工U／L．

　2501U／Lに達 した 。 6月 20日 （妊 娠 39週 5日）

突然 の 全身 倦怠感，肉眼 的黄疸 が 出現 し，血 圧

は 134／100mmHg ま で 上昇 した 。 血 液 お よび生化

学 検査上 ，血小板数 19．工× 104 ／ Mm3 ，　 GOT

　3111U／L．　GPT　2581U／L，　LDH　1．6911U／L，　　総

bilirubin 　2．　8mg／dlとな っ て お り，　 HELLP症候

群 と診 断 。 　 NST上 Fetal　distress の 所見 は無

・か っ た が，母体適応 で 帝王切 開 と した 。 児 は

2，770gで ア プガ ー
値 8／8点．胎 盤 は肉眼上梗塞

を認 め なか っ た が，組 織 は絨毛 間 腔 の fibrin
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deposition が多 く認 め られた 。

　分娩後 ，血小 板 は さ らに減少 し，産褥 3El目

に 8．8× 104 ／ 皿皿
3

と最 低値を示 した 。 そ の後

産褥 2週 巨 まで に異 常所見 は 消失 し， 母児 とも

に 退 院 と な っ た 。 な お抗 Cardiolipin 抗体 は産

褥 1か月の 時点 で も陽性が 持続 して い た 。
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　 図 1　 臨 床経 過 と 血圧 の 推 移
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図2　生化学検 査 値 の 推移
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　 　 図3 　兜小脹 ・丁AT ・A 丁 一II［の 推 移
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　　　　　　　 匚考察］

　 本症例 は，産褥期に血小板数が 10万 以下に減

少 す る とい う特徴 を示 した 。 Sibai ら
1 ）の 報告

に よれば，　 HELLP症候群の 約 30％は産褥期に そ

の 症状を発現 し．い わ ゆる産 褥型 と され．本ケ

ー
ス も血 小板数の 減少 に関 して は同 タイプ の特

色 を もっ もの と考 え る 。

　 我 々 は 以前，抗凝固療法を施行 した抗 リ ン脂

質抗体陽 性の 不育症 患者に お い て ，TAT がそ の

妊娠 予後 を予 測する上 で の 良い 指標 とな る こ と

を報告 した
2】

。 本症 例も抗 Cardiolipin 抗体陽

性で あ り，反復流産の 既往を持っ た め に ， 妊娠

経過 中定期的 な凝 固能検査 を行な っ た 。 そ して

TAT の 異常高値お よびAT−IIIの 著明な低下 とい

う凝固能亢 進状態 を発現 し，そ の 蟹 HELLP症 候

群 の 症 状 が発現 し た
。

EIELLP症 候 群の 予 知 に関

して は い まだ充分 な報告が な されて い な い が，

こ の よ うな凝固能異常所見 は そ の 予知 因子 と し

て 有用 で ある可能性が ある 。

　抗 リ ン 脂 質抗体陽性妊婦 に妊娠 中毒症が 発症

しや す い こ と は ， 既 に 指 摘 され て い る と こ ろ で

あ るが ，さ らに HELLP症候群が 発 症 しやす い か

否 か は 明確 に されて い な い 。 HELLP症候群の 発

症 病理 を， 自己抗体 の 関与 と い う観点か ら検 討

す る こ と も必要 と考え る。
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